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Abstract 

"Communicative competence" can be heard in the education community. Nowadays, 

the calling about increasing requirement the communicative competence is louder. 

However, many modern people are week in communication. How to analyze 

communicative competence and its development. School education and the understanding 

and development of communication skills are not enough, and there is still a gap between 

the expectations of the enterprise. Therefore, the cultivation of communicative 

competence in school education needs to be valued. 

Communicative competence has psychological model, but there is so few specific 

methods to analysis. The survey methods are not uniform so that the results are 

inconsistent. Most surveys use questionnaires, but questionnaires need cost some time to 

answer questions, and the results also depend on the subjective cooperation of the 

respondents. 

Compared with other stages in life, adolescents have more difficult tasks， themselves 

have to interact with parents, peers, school and society in new ways at this stage. 

Especially adolescents have experienced significant changes in physical and mental. 

These inevitably have a greater impact on youth. Adolescents are an important period of 

human development and education, and their development characteristics can provide the 

basis and standards for the development of communicative competence and education. 

In order to cultivate the communicative ability of speech, this research is aimed at 

young people of all different ages, and a cross-sectional survey is conducted from two 

perspectives to clarify the relationship between the speaker's language information and 

personality characteristics and communicative competence. Using these three surveyed 

data, 195 students were investigated from elementary school to university. 

The survey result shows that there is an interaction between age and gender in 

developing communicative competence. Personality can promote communication skills. 

The influence of language information on the development of communicative 

competence is small. About education of communicative competence for adolescence, it 

is best to start in junior high school. As they grow, their communicative competence will 

be difficult to change. The results also showed significant differences in gender. The 

influence of personality on communication skills: male is from junior high school to 

adulthood, female is from elementary school to high school. Although the development 

of communicative competence varies with age and gender, the three factors of 

extroversion, openness and Conscientiousness will always have an impact. 

According to previous research, the time distribution between the real speech part and 



 

the pause part in speech has a characteristic effect on personality impressions. Personality 

impression changes with the vocalization speed of the real speech part. However, when 

correlation coefficients between linguistic information，the communicative ability of 

subjects of various ages and genders were found based on the survey results of this study, 

these three kinds of verbal information cannot be used to judge the communicative ability 

of speakers. In addition, speech information of people with different communicative 

abilities is also scattered. In other words, it is impossible to directly judge or develop 

communicative competence based on linguistic information such as speech speed, pause 

time, and speech time. 

Based on our study’s result, it is necessary to use a new way to develop communicative 

competence 
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第1章 序論 

 研究背景 

「コミュニケーション能力」という能力は教育界でよく耳にするようになっ

た。現代社会においても、コミュニケーション能力の必要性が増して声高に叫ば

れている［1］。コミュニケーション能力とは、自分の考えをきちんと説明できる

能力と相手の話を聞いて理解できる能力、周囲の状況を読み取り、さらに深く考

える能力などの表現を指しているのではないかと考える。また、企業の求める人

材として、責任感、チャレンジ精神などと並んで高いコミュニケーション能力が

よく上位に挙げられている［2］。しかしながら、現代人の多くはコミュニケーシ

ョン能力が低いと言われる。近年、心理学の分野においても、コミュニケーショ

ン能力の重要性が指摘されている。 

しかし、コミュニケーション能力とその育成がどのように捉えられているか。 

学校教育、コミュニケーション能力の把握とその育成とが十分ではなく、産業界

による期待とのあいだにギャップがあることを指摘し、学校教育でのコミュニ

ケーション能力育成には具体的な考え方が必要であることを示す。 

 研究目的 

人生の他の段階と比較して、青少年期はより集中的な課題に直面する。この段



2 

 

階の個人は、親、仲間、学校、社会と新しい方法で交流し続ける。特に青少年は

身体的および心理的な大きな変化を経験する。これらは必然的に青少年により

深い影響を与える。青少年期は人間の発達と教育の重要な時期であり、その発達

特性を調査することで、コミュニケーション能力の育成と教育の基礎と基準を

提供することができる［3］。 

音声コミュニケーション能力の育成のため、本研究は青少年に対して、コミュ

ニケーション能力と話者の言語情報、パーソナリティ特性との関連に明らかに

することを検討する。 

 本論文の構成 

本論文は、5 章で構成される。 

第 1 章は序論である、本論文の研究背景、研究目的を明らかにする。 

第 2 章は先行研究である、まず、コミュニケーション能力の構成と発展に関

する研究を紹介する。次に、パーソナリティ特性と話者の言語情報に関する先行

研究を述べる。 

第 3 章の研究方法については、予備実験と調査の流れを紹介する。三つの調

査の指標も説明する。 

第 4 章では、まず、調査の結果に基づき、三つの調査結果を一つずつ説明す

る。次に、音声コミュニケーション能力の育成のため、コミュニケーション能力
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と話者の言語情報、パーソナリティ特性との関連に明らかにすることを検討す

る。 

第 5 章の結論では、調査の結界に基づく、本研究で明らかにしたことをまと

める。最後に、本研究の総括を述べ、コミュニケーション能力についての研究へ

の示唆及び今後の課題を展望する。 
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第2章 先行研究 

 コミュニケーション能力に関する研究 

1960 年代以降、言語能力とコミュニケーション能力の概念と範囲は徐々に広

く受け入れられ、後者は外国語教育の目標としても確立された。ただし、コミュ

ニケーション能力の定義は異なる。したがって、この章では、さまざまな学者の

言語能力理論を導入および分析することにより、コミュニケーション能力の構

成と発展を整理する［4、5］。 

 Noam Chomsky 

「言語能力」(linguistic competence)は、Noam Chomsky（1965）によって、

言語研究における「言語パフォーマンス」(linguistic performance)とともに最初

に提案された。 

Chomsky は知識と運用を分離しており、理論上、人々は構造を使用する能力

(capacity)なしに、言語知識の認知構造を持っているかもしれないと考えている。

彼は、言語を知ることは心理的な状態にあることを意味し、この心理的な状態に

あることは、規則と原則で構成される特定の心理構造を持つことに等しいと指

摘した。彼は知識を「定常状態」(steady state)または「達成状態」(attained state)

と表現し、言語知識を文法知識、つまり文法知識と同一視した。また、言語能力
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の発達は遺伝によって決定され、言語間で普遍的であると考えている。彼は、す

べての文法に適した一般的な原則とパラメータのセットで構成される普遍的な

文法があると考えている。文法はコア文法と周辺文法 (core grammarand 

peripheral grammar)に分けられる。子供の言語習得は、主に環境によって一般

的な文法が大人の言語知識に発展するために刺激される。 

 Hymes 

コミュニケーション言語能力（communicative competence）は，Chomsky の

言語能力を批判から Hymes（1972）によって提唱された概念である。Chomsky 

の言語能力という概念は，実際に発話が起こる文脈で発話の適切さを決定する

社会文化的要素を考慮に入れていないから，言語使用に必要とされる部分的な

説明をしているにすぎず，理想的な母語話者が内在化している言語能力、具体的

な場面における現実の言語使用の対言語運用という構図は不適切であると指摘

した。 

Hymes は、コミュニケーション能力は以下の 4 つの部分で構成され、相互作

用して全体を形成すると考えている。 

1）可能性の程度(degree of possibility)。言語システムに存在する可能性。音

声学、文法、構文、語彙、セマンティクス、語用論など。 

2）実行可能性の程度(degree of feasibility)。個人の記憶や認知など、言語ユ
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ーザーの個人心理学の言語能力。 

3）適切さの程度(degree of appropriateness)。コミュニケーションの背景、目

的、参加者などの要因を合理的に考慮するなど、コミュニケーションにおいてス

ピーチの表現が適切かどうか。 

4）パフォーマンスの程度(degree of performance)。言論行為が起こるかどう

か。 

Hymes のコミュニケーション能力と Chomsky の言語能力は理論的に矛盾し

ているわけではなく、二人の学者が言語学習に関して異なる視点を持っている

だけである。Chomsky は、人々がどのように言語を生成し理解するかに関心

がある理論言語学者である。彼は人間の言語に共通する普遍的な文法を構築し

ようとしまったが、彼の研究の最終目的は人間の脳であった。 

Chomsky は言語の使用規則を否定しないが、言語の使用には興味がない。

Hymes は社会言語学者である、言語の実用化と運用に関心がある。前者は言

語能力を高度に抽象化し、後者は言語能力を言語の実際の使用と見なし、言語

能力の 2 つの異なる理解をもたらす。Hymes のコミュニケーション能力と

Chomsky の言語能力は 2 つの異なる概念であることがわかる。 
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 Canale&Swain 

1980 年代、Canale＆Swain は最初に、よりコミュニケーション能力のあるモ

ードを提案した。 このモデルは 3 つの側面を考慮する。 

文法能力―Chomsky が語った深い言語能力 

社会言語能力―Hymes が使用する言語を適応させる能力 

戦略能力―不十分な言語能力の代償コミュニケーション活動を完了する能力

後に、Canale はこのモデルを別の側面に拡張した：談話能力―文の上の談話

ルールに対処する能力 

 

 

 Bachman 

1990 年代、有名なアメリカの応用言語学者 Bachman は、Canale と Swain

のコミュニケーション能力モデルを改善し、「言語テストの歴史におけるマイル

ストーン」と呼ばれる新しいコミュニケーション能力理論モデルを提案した。 

このコミュニケーション言語能力モデルは知識構造：人間社会に関する知識 

図 2.1.3：Canale＆Swain のコミュニケーション能力のモデル 
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（knowledge structure : knowledge of the world）、言語能力（ language 

competence）、方略的能力（ strategic competence）、心理・生理的機能

（psychophysiological mechanisms）から構成された。 

 

 

1）知識構造：人間社会に関する知識である。 

2）言語能力は語用論的能力（pragmatic  competence）と組織的能力

図 2.1.4：Bachman のコミュニケーション言語能力のモデル 
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（organizational competence）に分けられた。 

3）方略的能力は Canale&Swain（1980）などでは補償的な役割しかなかった

が， Bachman（1990）では中核的な役割を果たし，知識構造や言語能力、心理・

生理学的機能、さらに、コンテクストの特徴を統合して調整する役割を担ってい

る。   

4）心理・生理的機能について，コミュニケーションを行う際には、まずの目

の前の状況を五感で感じ、その状況に合わせてコミュニケーションの形式を変

える機能である。 

 パーソナリティ特性に関する研究 

近年のパーソナリティ特性論において，もっとも確固たる知見を積み重ねて

いるのは，ビッグファイブ（Big Five；Goldberg, 1990, 1992）や 5 因子モデル

（Five Factor Model；McCrae & Costa, 1987）である。ビッグファイブは

（Allport & Odbert,1936）語彙研究の流れを汲み，基本的なパーソナリティ特

性の各次元を語彙と因子分析手法によって 5つに収束させたものである。また、

5 因子モデルは， 複数のパーソナリティ理論や語彙研究に基づいてまとめられ

た理論である。二つのモデルの背景には異なる部分があるが，共通しているのは，

パーソナリティ特性を 5 つの大きな枠組で捉えるという点にある［6］。 

五つの因子とは，外向性（Extraversion），協調性（Agreeableness），勤勉性
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（Conscientiousness），情緒不安定性（Neuroticism），開放性（Openness to 

Experience）である。 

パーソナリティの違いは、個人の認知、感情、および行動に直接影響し、心理

生理的な的健康、人間関係、および社会的成果にも継続的に影響する。特に青少

年は身体的および心理的な大きな変化を経験するが、それは必然的に性格の発

達により大きな影響を与える。幼年期と思春期は人格の発達と養成の重要な時

期である。人格の発達の特徴を探ることは、人格の養成と教育の基礎と参照を提

供できる。 

若者の人格形成の特徴について、現在、関連する研究結果はしばしば矛盾して

おり、人格発達の安定性と変動性をめぐる論争は研究者にとって大きな問題と

なっている。人格発達の二つの特徴は、人格構造の変化と人格特性の平均レベル

である。前者はさまざまな年齢の人格特性の関係モードの変化を指し、後者はさ

まざまな年齢の人格特性のグループレベルの量の変化を指す。前者の安定性は、

後者の開発の軌跡を記述するための前提条件である（Allemand、Zimprich、＆

Hendriks、2008; De Fruyt et al。、2006）。先行研究では、文献分析を使用して、

西洋の若者の「ビッグファイブ」の人格構造は安定しており、平均人格レベルは

可変であると結論付けている［7］。 
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 言語情報に関する研究 

近年、言語教育では、文章を読んで理解することを中心とした従来型の教育か

ら、対話を行うための音声コミュニケーション能力重視への方針の転換が行わ

れた。音声領域では，計算機性能の向上に伴って，音声情報処理技術も進歩を遂

げてきている。その技術を応用して，音声に関わる心理学的な研究が進められる

ようになってきた。しかし、音声コミュニケーション教育の基盤を成すべき、広

く音声に関わる知見が必要である。これまでの研究は十分とは言えない。音声情

報処理技術を利用した研究をいくつかを紹介する［8、9、10］。 

 《音声韻律情報に基づく発話者の性格印象推定システム》では、話者の音声か

ら話者の人格印象を推定することを目的としての言語情報の有無が異なる二つ

の聴取実験を行った。言語情報の影響を受けない人格印象因子の存在を示す

［11］。 

 《音声の発話速度と休止時間が話者の性格印象と自然なわかりやすさに与え

る影響》では、音声の実音声区時間と休止区間の時間配分と，話者の人格印象，

音声の自然さとの関係を検討した。実音声時間長は，人格印象，自然さに特徴的

な影響を与えていた。休止時間長の違いによる影響は小さかった［12］。 

《音声中の母音の明瞭性が話者の性格印象と話し方の評価に与える影響》で

は、話者の明瞭度や話し方が個性として，発話の内容が人格印象の評価に、系統
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的な影響を与えると考えられる［13］。 
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第3章 研究方法 

 問題点と研究方法 

問題点：コミュニケーション能力は心理学においてのモデルを持っているが、

具体的な分析方法はより少ない。調査手法は均一ではなく、結果も一貫していな

い。調査はほとんどアンケート調査を使用しているが、アンケートは質問に答え

る時間がかかり、調査結果は被験者の主観的な協力にも依存する。 

研究方法：音声コミュニケーション能力の育成のため、本研究は横断調査によ

る各年齢層の青少年に対して、二つの視点（話者の言語情報とパーソナリティ特

性）からコミュニケーション能力との関連に明らかにすることを検討する。 

 予備実験 

私が検討しているコミュニケーション能力は、学生たちに合っているか、それ

が人格に関連しているかどうか、また、低年齢の学生たちに大規模なアンケート

を行い、そのアンケートの内容を理解できるか、これらの問題を解決するために、

予備実験を行った。 

 実験内容 

研究室の 20 代大学生 10 名。 

NEO FFI 人格検査(Five Factor Inventory，NEO PI-R 人格検査の短縮版)ア
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ンケートとコミュニケーション能力アンケート調査を利用して、予備実験を行

う。 

また、教師の助けを借りて、数人の小学生を対象に NEO FFI 人格検査アン

ケート調査を実施し、完了できるかどうかを確認した。そして、小学校の教師と

生徒とのコミュニケーションを通じて、一部の生徒が理解していなかったアン

ケートの選択肢を改善した。 

 実験結果 

 

 コミュニケーションに関する考えや態度28項目の回答と５つの性格因子との

関連について検討した。28 項目では，はいといいえのそれぞれの回答者の５因

子のカテゴリ得点の平均点を比較し，その差が絶対値で 6 以上の項目を取り出

表 3.2.2：五因子の特性に差が見られた項目 
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したところ，表の通りとなった。 

この表を見れば、精神的安定性と外向性が一番影響を与える、また協調性が少

し影響があると考えられる。被験者の人数が少ないのせいで、調査結果に影響を

与える。しかし、精神的安定性と外向性の影響がわかりやすいと考えられる。結

果は、人格とコミュニケーション能力が関連していることを証明していた。 

また、教師と生徒の助けを借りて、NEO FFI 人格検査アンケートは若い生徒

の調査にも使用できる。 

 調査方法 

 調査対象地域 

中国中部地域にある四つの学校（スチールニュービレッジ小学校，合肥工科大

学の所属中学校、高校，合肥師範大学） 

 調査対象 

小学生（45 人）、中学生（57 人）、高校生（45 人）、大学生（48 人） 
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 調査内容 

NEO FFI 人格検査は NEO PI-R 人格検査の短縮版で、人格検査として世界的

に有名な NEO PI-R 人格検査の中国語標準化版である。質問用紙は質問項目と

回答欄が含まれている。質問項目について、60 項目がある。１から５まで、５

階段で回答を得る。 

図 3.3.3.1：NEO FFI 人格検査 
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コミュニケーション能力アンケート調査：30 質問項目がある。５階段で回答

を得る。 

 

 

 

図 3.3.3.2：コミュニケーション能力アンケート調査 
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HSK 中国語検定の口試受験の質問：HSK 口試は受験生の会話能力を判定す

るテストである。本研究では、インタビューの形で六つの答えを録音する。録音

テキストの中に、三つの要素を利用する。 

 

 データの指標 

 コミュニケーション能力アンケート 

コミュニケーション能力アンケート調査については、30 質問項目がある。5 階

段で回答を得る。各項目の得点を足すと、素点が算出できる、この素点に基づい

てコミュニケーション能力が判断できる。(コミュニケーション能力アンケート

調査は 150 点満点で評価される。得点が高いほど、コミュニケーション能力は

低くなる。) 

図 3.3.3.3：HSK 中国語検定の口試受験の質問 
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 人格検査 

NEO FFI 人格検査の質問用紙は質問項目と回答欄が含まれている。質問項目

について、60 項目がある。１から５まで、５階段で回答を得る。回答欄の下に

各項目の得点があり、その得点を足すと、各因子の素点が算出できる(各次元は

60 点満点で評価される)。この五つの素点に基づいて人格が判断できる。（逆転

項目：1、16、31、46；12、27、42、57；18、23、28、33、48；9、14、19、

24、39、44、54、59；15、30、45、55。評定値を反転させて加算する） 

 

表 3.4.2.1：五因子の素点 
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 言語情報 

本研究では、インタビューの形で六つの答えを録音する。録音テキストの中に、

三つの要素を利用する。この図のように、一つ目は、被験者の音声全体について

の発話速度である、二つ目は被験者の音声中の実音声区間と休止区間の時間配

分である。最後、同じ質問の答えた総時間です。三つの要素を利用する［14］。 

図 3.4.2.2：五因子の特徴 
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図 3.4.3：話者の言語情報 
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第4章 調査結果と分析 

前処理：この表のように、三つの調査結果についてのデータが整理された。1

から 60 までのデータは NEO FFI 人格検査の得点である、61 から 90 までのデ

ータはコミュニケーション能力アンケート調査の得点を表す。1 から 90 までの

データを利用して被験者たちの人格 5 因子の得点とコミュニケーション能力の

得点が算出できる。91 は性別（1：男性 2：女性）、92 は生年月日。発話速度：

被験者が 1 分間に話す言葉の数；休止時間：被験者が音声全体においての実音

声区間と休止区間の時間配分である；発話時間：六つの質問の答えた総時間であ

る。 

表 4：調査データの前処理 
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 コミュニケーション能力調査結果と分析 

各年齢層の調査対象のコミュニケーション能力の分布： 

コミュニケーション能力は「高い」から「低い」まで、五つのコミュニケーシ

ョン能力レベルで分けた。35-54 はコミュニケーション能力が一番高いのを表す。

111-129 はコミュニケーション能力が低いのを表す。1．四つの年齢層で各コミ

ュニケーション能力を持っている被験者の分布について、大体正規分布に従う。

2．人々が年をとるにつれて、彼らはコミュニケーション力が低下する（35-54 レ

ベルの中学生 10 名、高校生 2 名、大学生 0 名）。3．コミュニケーション能力の

低い人の割合は年齢とはほとんど関係ない（111-129 のレベル：小学校から大学

生まで 3 名、1 名、3 名、3 名）。 

つまり、青少年期のコミュニケーション能力教育に関しては、中学生から注意

する方がいいと考えられる。中学生からコミュニケーション能力の高い人が

図 4.1.1：各年齢層のコミュニケーション能力の分布 
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徐々に減る理由を検討することが必要である。 

下の図のように、性別の影響を検討する。 

横軸は五つのコミュニケーション能力レベルを表すが、縦軸は人数を表す。青

い線は男性、赤い線は女性である。1．コミュニケーション能力の分布では、男

の子と女の人は明らかな違いを見ることができ、性別が影響していることを示

している。２．男の子は正規分布に従う、4 つの年齢層の分布は年齢が上がるに

つれて、コミュニケーション能力の高い人の数は減り、中程度のレベルに近づく。

3．女の子の分布は、大学、つまり成人の後にのみ正規分布に従う。幼少期に男

図 4.1.2：各年齢層の男性と女性のコミュニケーション能力の分布 
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子よりも著しく高く、高校以来低下したため、女子のコミュニケーション能力教

育は、中学および高校で特に重要になった。 

コミュニケーション能力の分布図を見ると、子どもの頃から性別が大きな影

響力を持っていることがわかる。成人のとき、性別の影響が小さくなる。したが

って、青少年期、コミュニケーション能力育成は異なる性別に基づいているべき

である。 

 パーソナリティ特性調査結果と分析 

 パーソナリティ特性調査結果と分析 

人格検査調査結果について、四つの箱ひげ図のように、各年齢層で青少年たち

自身のパーソナリティ特性の分布を検討している。 

図 4.2.1.1：各年齢層の人格の分布 
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1．精神的安定性、外向性、開放性と協調性、四つの因子は年齢とともに変化す

る。大学生のとき、もっとも集中している。つまり、成人になる全員の人格差が

小さくなった。2．外向性（中間値）では、小学生のとき、もっとも高いです。

年齢とともに、どんどん低くなった。つまり、青少年たちが若い頃、もっと外向

的だと考えられる。 

 続きまして、性別の影響を検討する。 

1．男の子は子供として広く分布していたが、大学に集中していた。 

2．小学生、中学生のとき、外向性、開放性、協調性と真面目さ四つの因子の得

図 4.2.1.2：性別による各年齢の人格の分布 
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点は女性の方が高い、年齢とともに、区別がどんどん小さくなる。 

次、各年齢層の五因子分布の変化を検討する。 

1．精神的安定性：中学生では低くなるが、高校生から高くなる 

2．外向性、開放性、協調性、真面目さは年齢とともに、点数が低くなる。 

 

各年齢、性別の人格の分布の変化を検討する。 

図 4.2.1.3：各年齢の人格の変化 

図 4.2.1.4：各年齢、性別の人格の分布 
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先行研究と同じ［15］： 

１．精神的安定性：精神的安定性の形成には年齢と性別の相互作用があると考

えられる。性別による、大きな区別がある。 

２．真面目さ（女性）：小学生から中学生まで高くなり、中学生から高校生ま

で減少し、高校生から大学生まで高くなる。 

３．外向性：男性も女性も年齢とともに減少する。 

先行研究と違う： 

１．協調性：男性も女性も年齢とともに減少する。 

２．真面目さ（男性）：年齢とともに、低くなる。 

３．開放性：異なる性別グループの変化は全然違う。 

 

つまり、パーソナリティ特性に関する研究では、性別と年齢に基づいて個別に

検討することが必要である。 
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 パーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性の検

討 

四つの図のように、各年齢層で五つのコミュニケーション能力レベルの被験

者のパーソナリティ特性を表す。コミュニケーション能力レベルは高いから低

いまで分けられる（系列 1：コミュニケーション能力が高い；系列 5：コミュニ

ケーション能力が低い）。 

１．各年齢層の中に、小学生と大学生にとって、五因子の変化の程度が最も小さ

い。中学生の五因子の変化が最も大きい。 

図 4.2.2.1：各年齢、パーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 
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２．外向性、開放性、協調性と勤勉性、四つの因子とコミュニケーション能力の

得点の関連性は負の相関がわかりやすい。つまり、コミュニケーション能力が低

いとき、この四つ因子に対する人格特性が低くなる（特に、外向性、精神的安定

性）。 

つまり、コミュニケーション能力の育成について、中学生と高校生の教育に注 

意すると考えられる。 

 

図 4.2.2.2：各年齢、性別、パーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 
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性別の影響を検討する 

1．男性も女性も中学時代と高校時代の変化が最も大きい 

２．人格がコミュニケーション能力に及ぼす影響：男性は中学時代から成人まで、

女性は小学時代から高校時代まで。 

一方、男性は女性よりも後に性格を形成する。 

図 4.2.2.3：各年齢、性別、パーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 
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この図で示したように、回帰分析を利用して、各年齢と性別による、コミュニ

ケーション能力とパーソナリティ特性との関連性を検討する（青い線は男性を

表す、赤い線は女性を表す）。 

 

 

 

図 4.2.2.4：小学生のパーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 
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図 4.2.2.5：中学生のパーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 

図 4.2.2.6：高校生のパーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 
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1．精神的安定性の形成には年齢と性別の相互作用があると考えられる。性別に

よる、大きな区別がある。しかし、精神的安定性はコミュニケーション能力への

影響は性別に依存しない。 

2．年齢の変化に伴い、コミュニケーション能力に対する人格の影響は、徐々に

低くなる。 

したがって、青少年期のコミュニケーション能力育成には人格という視点を持

って実施することができる。 

 

 

 

 

 

図 4.2.2.7：大学生のパーソナリティ特性とコミュニケーション能力の関連性 
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 言語情報調査結果と分析 

 分析言語情報とコミュニケーション能力の関連性の検討 

先行研究による、音声中の実音声区問と休止区間の時間配分は、人格印象に特

徴的な影響を与えていた。実音声部の発話速度の変化に伴う、人格印象を変化す

る。 

しかし、調査結果に基づく、各年齢と性別の被験者の言語情報とコミュニケー

ション能力の相関係数を見ると、この三つの言語情報を利用して、話者のコミュ

ニケーション能力を判断出来ない。また、異なるコミュニケーションスキルを持

つ被験者たちは、言語情報はランダムに分布している。 

つまり、発話速度、休止時間、発話時間という言語情報で直接コミュニケーシ

ョン能力を判断したり、育成したりすることはできない。 

 

 

表 4.3.1：各年齢層の言語情報とコミュニケーション能力の相関係数 
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第5章 結論 

 研究の総括 

1． コミュニケーション能力の育成には年齢と性別の相互作用があると考

えられる。 

2． コミュニケーション能力の育成は、人格特性によって実行できる。 コ

ミュニケーション能力の育成に対する言語情報の影響は小さい 

3． 青少年期のコミュニケーション能力教育に関しては、中学生から注意

する方がいいと考えられる。成人になると、コミュニケーション能力を

変えるのは難しい。 

4． 性別の区別：男性は女性よりも後に人格を形成する。人格がコミュニケ

ーション能力に及ぼす影響：男性は中学時代から成人まで、女性は小学

時代から高校時代まで。 

5． 年齢や性別によってコミュニケーション能力に関する育成は違うが、

外向性、開放性、真面目さ 3 つの因子は常に影響を与えてきた。 

 今後の課題 

1． 被験者人数が少ないのせいで、被験者の地域や文化などの影響を考え

ていない。 
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2． ５因子の組み合わせを用いる 

3． ほかの音声特徴の分析  
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